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Ⅰ．はじめに 
子どもを健やかに育てることと、子育てをしている保護者を支援することの２点が、保育所保育の役割の基本であ
る。保育や幼児教育は、たいへんにやりがいの大きい仕事である。「健やかな子どもの育ち」を支えるために、保育所
保育指針は「豊かな人間性の育成」を目標としている。なお、幼稚園保育を規定する幼稚園教育要領は「生きる力の
基礎を培う」ことを目的としている。どちらとも、子どもの基本的な部分の育ちを支えることを目標としている点で
は、共通しているといえる。 
保育士は、児童福祉法において次のように規定されている。「第１８条の４ この法律で、保育士とは、第１８条の
１８第１項の登録を受け、保育士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対
する保育に関する指導を行うことを業とする者をいう。」である。 
保育士は、保育所で保育をすることのみが仕事なのではなく、さまざまな場面での保育及び子どもの保護者に対す
る支援を行う、いわば「子どもに関する専門職（その意味でプロフェッショナル）」とされている。そのため保育士は、
保育所のみならずさまざまな子どもに関する職場で働いている。また、児童生活支援員や母子支援員（旧・母子指導
員）など保育士の資格をもっていることが、その職に用いられる条件（任用資格）として掲げられている場合もある。 
さて、保育士養成課程における「保育者論（２単位）」の目標は、①保育者の役割と倫理についての理解、②保育士
の制度的な位置づけの理解、③保育士の専門性について考察および理解、④保育者の協働についての理解、⑤保育者
の専門職的成長についての理解、のおおよそ５点である。 
保育士資格における科目「保育者論」の位置づけは、「保育の本質・目的に関する科目」に分類されており、幼稚園
教諭免許状では「教職の意義等に関する科目」に分類される。ここで、教職の意義等に関する科目には、「教職の意義
及び教員の役割」と「教員の職務内容（研修、含む及び身分保障などを含む。）」、「進路選択に資する各種の機会の提
供等」から構成されている。本稿では以下に、その解説を加える。 
Ⅱ．保育者の役割と倫理 
１．保育者の役割とは 
（１）基本的な生活習慣を身に付けさせる 
大人になるにつれて必要となってくる「基本的な生活習慣」を身につけさせることは、保育士にとって最も重要な
役割の一つである。例えば、食事、睡眠、排泄、手洗いやうがい、着替えなどがそれにあたる。これらは家庭で覚え
させることでもあるが、家と保育所のどちらでも教えることで、子どもがより身につけやすくするという狙いもある。
また、家庭によっては上手に教えてあげられていない場合もあるので、保育士は保育のプロフェッショナルとして、
しっかりと教えこむといった役割がある。 
（２）子どもの健康管理について 
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子どもは自分で自分の健康状態を上手に伝えることができないので、顔色や声の調子、行動などから健康状態を把
握する必要がある。必要に応じて、症状を聞き出したり、休ませてあげたり、保護者に連絡して迎えにきてもらうな
どをする。また集団生活をしていると、感染症にかかりやすくなるので、症状を悪化させないためや、他の児童にう
つさないようにするためにも、保育士が子どもの健康管理に果たす役割は大きいものがある。 
（３）集団生活でのコミュニケーションを学ばせる 
子どもたちにとって保育園に通う大きなメリットの一つとして、集団生活から社会性を学ぶことができるというも
のがある。友達との関わりの中で、様々な自己主張のぶつかり合いによる葛藤を経験したり、友達と一緒に遊ぶ中で、
一緒に遊ぶ楽しさや充実感を味わったりして、次第に社会性を身につけていく。保育士の役割は、集団生活をしよう
とする子ども達の支援をすることである。子ども達が上手に集団生活ができるようになるために、日々の遊びや遠足、
発表会などの行事などから、集団生活に必要なことを学習させていく。 
（４）心身発達をサポートする 
保育所に通う子ども達は、心身の健全な発育がとても大切である。この時期の保育の仕方次第で、その後の成長に
大きな影響を与える。そのため、保育士は保育のプロとして、子どもたちの年齢や月齢、成長・発達段階に応じた柔
軟な支援・援助が必要である。室内遊びや外での運動など、色々な遊びを通じて、精神的にも肉体的にも健全な発育
ができるように支援する。 
（５）保護者の悩みをサポートする 
繰り返しになるが、保育士は保育のプロとして、保護者の保育への悩みや不安を解消していくことも重要な役割と
なる。すべての母親が「子育て」が得意なわけではなく、苦手な母親も多くいる。特に、意図せず子どもができてし
まった母親や初めてとなる子育てとなる母親は、子育てに対する悩みや不安を多く抱えている。連絡帳や送り迎えの
ときのちょっとしたやり取りのときに、上手にアドバイスしてあげることが大切になってくる。 
２．保育者の倫理とは 
以下に、全国保育士会倫理綱領を引用する。しっかりと読んでみてほしい。 
すべての子どもは、豊かな愛情のなかで心身ともに健やかに育てられ、自ら伸びていく無限の可能性を持ってい
ます。私たちは、子どもが現在(いま)を幸せに生活し、未来(あす)を生きる力を育てる保育の仕事に誇りと責任を
もって、自らの人間性と専門性の向上に努め、一人ひとりの子どもを心から尊重し、次のことを行います。 
私たちは、子どもの育ちを支えます。 
  私たちは、保護者の子育てを支えます。 
  私たちは、子どもと子育てにやさしい社会をつくります。 
（子どもの最善の利益の尊重） 
１．私たちは、一人ひとりの子どもの最善の利益を第一に考え、保育を通してその福祉を積極的に増進するよう努
めます。 
（子どもの発達保障） 
２．私たちは、養護と教育が一体となった保育を通して、一人ひとりの子どもが心身ともに健康、安全で情緒の安 
270 ??　?????　?
定した生活ができる環境を用意し、生きる喜びと力を育むことを基本として、その健やかな育ちを支えます。 
（保護者との協力） 
３．私たちは、子どもと保護者のおかれた状況や意向を受けとめ、保護者とより良い協力関係を築きながら、子ど
もの育ちや子育てを支えます。 
（プライバシーの保護） 
４．私たちは、一人ひとりのプライバシーを保護するため、保育を通して知り得た個人の情報や秘密を守ります。  
（チームワークと自己評価） 
５．私たちは、職場におけるチームワークや、関係する他の専門機関との連携を大切にします。また、自らの行う
保育について、常に子どもの視点に立って自己評価を行い、保育の質の向上を図ります。  
（利用者の代弁） 
６．私たちは、日々の保育や子育て支援の活動を通して子どものニーズを受けとめ、子どもの立場に立ってそれを
代弁します。また、子育てをしているすべての保護者のニーズを受けとめ、それを代弁していくことも重要な役割
と考え、行動します。 
（地域の子育て支援） 
７．私たちは、地域の人々や関係機関とともに子育てを支援し、そのネットワークにより、地域で子どもを育てる
環境づくりに努めます。 
（専門職としての責務） 
８．私たちは、研修や自己研鑽を通して、常に自らの人間性と専門性の向上に努め、専門職としての責務を果たし
ます。 
Ⅲ．保育士の制度的位置づけ 
１．資格と要件について 
保育士資格の取得方法は、大きくわけて３つある。１つ目は高等学校卒業後、厚生労働大臣指定の大学、短期大学、
専門学校などの指定保育士養成施設へ進学し、その課程を修了することで保育士資格を取得するものである。２つ目
は、大学・短期大学の通信教育または夜間を受け、所定の単位を取得して卒業する。３つ目は、毎年行われる国家試
験である各都道府県が実施する保育士資格試験に合格することである。このいずれかの方法で保育士資格を取得し、
保育士登録を受け、保育士証の交付をもって保育士として就業することができる。 
2001（平成13）年11月30日に児童福祉法の一部を改正する法律が公布され、2003（平成15）年11月29日にこれ
が施行されることにより、保育士は国家資格となった。これは、認可外保育施設が起こした事故等により保育所及び
保育士の信用が損なわれたことへの対策と、保育士が地域社会の子育て支援のために一層役割を果たしていくことが
求められていることを契機として改正されたものである。法改正により、保育士でない者が保育士またはこれに紛ら
わしい名称を使用してはならないという名称独占規定や、対人援助職としての義務としての守秘義務や信用失墜行為
の禁止なども規定された。保育士は、保育所のほかにも、児童養護施設、知的障害児施設、知的障害児通園施設、盲
ろうあ児施設、肢体不自由児施設、重症心身障害児施設、児童心理支援施設、乳児院、母子生活支援施設、児童厚生
施設、児童自立支援施設等で働くことができる。また、保育士が名称独占の専門職となったことで、今後、保育士の
職場はさらに拡大されると考えられる。 
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２．責務について 
毎日、子ども達とともに遊びながら、喜怒哀楽の中で、子ども達の成長を見守り、迎えに来た保護者に、その成長
の様子を伝えるなどあるが、保育士の仕事は、それだけではない。子どもも保育する一方で、保育士は、保護者が働
きに出ている間、保護者に代わって、幼い命を預かるという非常に重い責任を背負っている。なぜなら、保育士の仕
事は、子どもを保育するだけでなく、子どもと保育園、その周辺の施設すべてに関わってくるからである。子どもが
1日を過ごす保育園内外の環境を、清潔で安全に整えるのも、保育士の責務の１つである。 
朝、出勤するとすぐに清掃が待っている。清掃は、子どもによる嘔吐やおもらし、赤ちゃんのよだれなど、園が開
いている間は常に行われる。園内の清潔に気を配るだけでなく、子ども達が口にすると危険なものは落ちていないか、
子ども達の手足のふれる床や壁のチェックも怠ってはならない。昼食の時には、子ども達と一緒に食事を摂りながら
も、子ども達の食べものの嚥下などに問題がないかを、チェックする。また、園内外で子ども達が遊んでいる間に起
こりうる事故などを予測し、未然に防ぐことも大切な責務の１つである。 
また、子ども達がケンカをした時は、保育士が間に入って話を聞き、仲直りをさせるといった辛抱強い対応も望ま
れよう。さらに、園内だけでなく、園の外にも注意を払うことも必要である。考えたくないことではあるが、変質者
による学校襲撃が相次ぐなか、保育所もその例外ではない。保護者から預かっている子ども達を、親に代わって保育
しながら、子ども達の安全を守ることが保育士の使命である。もちろん、子ども達だけでなく、保育士同士の連携や、
保護者とのコミュニケーションがきちんと取れるということは、何よりも大切だと言える。子どもが好きなことや、
保育職への適性があることはもちろんのこと、子どもとその周辺のすべてに関わる事柄に対し、職務への徹底が望ま
れるたいへんに責任が重い仕事なのである。 
 
Ⅳ．保育士の専門性 
１．養護と教育 
養護とは、子どもの生命性の尊重である。子どもは生きる。心穏やかにまた幸せに充実して日々を過ごす。大人は、
その生活を支え、保障する。 
 教育とは、子どもの文化性の発揮の機会の提供である。子どもは育つ。その育ちは世界（身近な環境）への出会い
を通して可能になっていく。故に身の周りの文化への熟達へと向かう。大人は文化的に豊かな、同時に子どもが出会
う場を用意する。 
 この二つは子どもが小さければ小さいほど、密接につながり、不可分となっていく。生命性の中に世界へのミニマ
ムな出会いの可能性が用意されているからである。保育所保育の特性は、「養護と教育が一体」となって保育が進め
られるところにある。「養護」とは、「子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助や関わ
り」であり、「教育」とは、「子どもが健やかに成長し、その活動がより豊かに展開されるための発達の援助」なの
である。この養護と教育とが「一体」であるとは、園生活においては、養護（生命の保持と情緒の安定）が基礎とな
って、それによって支えられて教育（５領域から見た子どもの育ち）が進められていく、という構造を示している。 
例えば、子どもが木登りなどの怖い活動をしようとするとき、必ずそばに保育士がいて、見守ってくれることを期
待・要求する。「先生、そこで見ていてね！」と。木登りを通しての健康や環境という領域の育ち（教育）は、保育
士の見守り（情緒の安定）に支えられて可能になるのである。また、おむつを取り替えるとき（生命の保持）、「気
持ちよくなったね」と話しかける。そのとき、保育士の言葉かけや顔の表情と、自分のおしりの感触の変化を結びつ
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けるであろう。 
これまでに述べた「発達」と「養護」・「教育」とは、どのような関係にあるのだろうか。「養護」は「生命の保持と
情緒の安定」で、それが基礎となって保育所における「教育」を支える。「教育」は「子どもが健やかに成長し、その
活動がより豊かに展開されるための発達の援助」であるが、この「成長」や「活動」は、健康、人間関係、環境、言
葉、表現の５領域に見るとおりであり、これらをまとめたのが「発達」である。「発達」はおおまかには８つの発達過
程区分として捉えられるが、「教育」のなかの５領域もこの区分にそって把握されるものなのである。したがって、「養
護」に支えられながら援助が進められ、その結果、保育内容の５領域における心情・意欲・態度と「育ち（発達）」が
生まれてくるといえる。ここで５領域とは、健康・人間関係・環境・言葉・表現である。また、幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿として10のポイントが、保育所保育指針や幼稚園教育要領に新たに示されている。保育を行う上で
是非、参考としたい事柄である。 
 
２．保育士の資質・能力・知識・技術・判断及び保育の省察 
 保育者の実践と成長において、長年「省察」は重要な役割を果たすと考えられてきた。例えば津守真（1980）は、
反省を考察に加える精神作業を省察と呼び、この省察により「実践の場では気づかれなかった子どもの世界や、自分
自身の前提を、より明瞭に見ることができるし、それらのことの本質に近づくであろう」と述べている。最近では、
保育者養成や保育カンファレンスにおいても、この省察が重要視されており、保育職の専門性を表す指標の１つにな
っている。 
 
３．保育課程による保育の展開と自己評価 
指導計画を立てるには、まず、子どもの発達の流れ（道筋・発達過程とその区分）をよく理解することと、一人ひ
とりの子どもの把握が大切である。また、今日（月・期・年）の保育をしっかり振り返り、自分なりの評価を加え、
それをもとに次の保育のための指導計画を立てる。その際のポイントは、子どもの今日の動きや育ちに加え、保育者
自身の保育への振り返りが必要になる。 
保育所には多くの職種がある。その人たちが密接に連携することも大切である。クラス担当など保育士は、お互い
の保育の進め方を細かく確認することで、自分の指導計画の立案の際に意見を活かすことができる。「一人の保育士は
すべての子どもを保育する、一人の子どもはすべての保育士から保育される」という体制の理解と確認が必要となる。
担任は自分のクラスの子どもだけでなく、園全体の子どもを保育する責任をもつ。一人ひとりの子どもはクラス担当
だけでなく、園のすべての保育士等によって保育されるものである。例えば、園庭での自由遊びでは、一人ひとりの
保育士は、すべての子どもと遊びながら安全管理などにも注意する必要がある。また、年少（３歳児）クラス担任が
カリキュラム（指導計画）を組むとき、原案は自分で作るものの園の職員全体で議論し、まとめあげていくことが大
切である。特に２歳児クラスと４歳児クラスとのカリキュラムの連続性には配慮を要する。 
なお、自己評価にはPDCAによる次の７段階が考えられる。（１）から順に（７）まで進み、また（１）に戻る。 
（１）自らの保育の課題設定：いままでの保育を振り返り、今日、今週、今月、今年一年のテーマを設定する。 
（２）保育所の課題設定：同上（保育所の構成員としての役割の確認） 
（３）課題設定の理由の説明：なぜそれが課題になるのかという理由の説明を行う。 
（４）保育の実践：課題解決に向けての保育を実践する。 
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（５）評価：課題のうち達成できたもの・できなかったものを判断する。 
（６）判断の理由の分析・説明：どの程度できて、どの程度できなかったのか。それはなぜか（分析）。その判断は
どの点で説明できるか。 
（７）次の保育を計画する。 
 
Ⅴ．保育者の協働とは 
１．保育と保護者支援にかかわる協働 
（１）社会資源との連携と子育て支援 
子育て支援として、相談や助言は重要な役割である。それらを保育所で受けるが、保育所内だけでは対応できない
ものも少なくない。そのようなとき、社会資源（リソース）との連携が欠かせない。社会資源とは小学校、幼稚園、
警察署、保健所、病院などの専門機関を指す。保育所はこれらの専門機関と日常的に連絡・交渉・協同するなどして、
必要なときに連携できる体制をとっておくことが大切になる。 
（２）「見えない」育ち 
子育て支援として、一時保育や育児講座、育児に対する相談・助言ももちろん大切である。しかし、保育士として
の支援の第一は、子どもの園での活動、生活ぶりそして育ちを保護者にしっかりと伝えることにつきる。仕事をしな
がら子育てをする忙しい保護者は、自分の子どもが生活時間の大半を過ごす保育所での活動を知らないことが多い。
帰宅後、大急ぎで夕食を作り、ぐずる子どもをなだめながら食べさせ、入浴させ、やっとの思いで寝かしつけること
に精一杯で、子どもの育ちにゆっくりと目を向けられないかもしれない。送迎の際に保護者と交わすひと言ふた言の
言葉や連絡帳の中の短いながらのひと言で、その日の子どもがしようとしたこと、発見したこと、驚いたこと、感動
したことなど、ほんのわずかなものでも、「見えない」育ちであってもそれを具体的に伝えることが、子育て支援の基
本といえる。目に「見える」育ちではないが、こうした「見えない」育ちを確かに伝えることが、求められているの
である。 
 
２．他の専門機関との連携 
現在、保育所が地域社会に果たす役割も大きくなってきている。保育所が地域において果たすべき役割と、そので
きる限界を認識した上で、他の機関と連携をとることも当然に必要であろう。具体的には、児童相談所、保健所、福
祉事務所、民生委員、児童委員、学校機関、医療機関、警察など考えられるが、それぞれが果たす役割・機能を認識
し、それぞれの役割・機能を生かしながら、子どもの保育にあたることが重要である。そのためにも日頃から、関係
機関とのつながりを持っておくことが、より有効に連携をとることに繋がると言える。 
 
３．保護者及び地域社会・家庭的保育者等との連携 
さまざまな機関が子育てを支えている中で、保育所・幼稚園・認定こども園等ではその拠点となることが期待され
ている。子育て中の親子が集える場所や子育てを一緒に学べる場を提供すること、子育ての不安や悩みを共有し、支
えていくことなど多様な支援が求められている。地域社会全体で子育てを支えるという社会的養育・養護の視点が重
要であろう。 
また、家庭的保育者等との連携についても、近年その施策が充実している。家庭的保育事業等については、「家庭的
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家庭的保育事業者等については、利用する乳幼児に対する保育が適正かつ確実に行われ、及び、家庭的保育事業者
等による保育の提供の終了後も満３歳以上の児童に対して必要な教育又は保育が継続的に提供されるよう、連携教育
を行う保育所、幼稚園又は認定こども園を適切に確保する必要がある。 
 
Ⅵ．保育者の専門職的成長と発達 
１．自己研鑽の基本は、保育の「振り返り」 
保育士にとって、一日の保育を振り返ることは必要なことである。とかく「振り返り」（のためのケース会議など）
というと、ひとりの子どもの問題点（特にマイナス点）を見つけて反省することと思われがちであるが、大切なのは
その日の保育の中で、子どもが何をしようとしたのか、できなかったけれどもやろうと意欲的に取り組んだことは何
なのかをしっかりと見つけることである。なお、保育所から小学校への資料提供が必要となることが、保育所保育指
針で定められている。また、保護者にわかるように説明することが必要になってくる。いずれも保育士（保育所）に
とっての説明責任（アカウンタビリティ）・社会的責任である。これらの状況に備えて、子どもの育ちを正確に見つけ、
適切な言葉や文字にできるような力をつけることが、自己研鑽であると考えられる。 
 
２．保育士の研修 
保育士の資質の向上は、まず専門性の習得に始まるが、子どもや保護者を取り巻く社会環境の明確な把握も欠かせ
ない。都市化や核家族化、少子化といった社会の動きがどのように影響しているのか、それにどう対処するのか、じ
っくり考えることもまた重要である。保育士等のキャリアアップ研修なども始まっているが、保育士の地位向上に向
けた普段の取り組みを進めていきたい。 
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